
第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号

第
７
号



2



3



　

当
神
社
の
御
祭
神
「
二
上
神
」
の
神
名
は
、
続
日
本
紀
に
よ
り
ま
す
と
、

天
武
天
皇
３
年
奉
幣
に
与
っ
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
ま
す
。
そ
こ
よ
り
起

算
し
、
昨
年
は
鎮
座
１
３
３
０
年
、
あ
わ
せ
明
治
８
年
、
元
の
鎮
座
地
二

上
の
地
か
ら
離
れ
、
高
岡
城
本
丸
跡
地
に
遷
座
さ
れ
て
以
来
１
３
０
年
を

迎
え
、
奉
賛
会
及
び
崇
敬
各
位
の
御
協
力
の
基
、
厳
粛
に
式
年
大
祭
が
斎

行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
悦
び
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
式
年
大
祭
に
当
た
り
、
奉
賛
会
の
趣
意
の
も
と
、
日
々
に
詣

で
易
く
親
し
み
易
い
心
の
拠
所
と
な
る
べ
き
拝
殿
増
改
築
が
計
画
さ
れ
、

奉
賛
会
・
崇
敬
者
各
位
の
絶
大
な
る
御
奉
賛
に
よ
り
竣
工
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
上
は
唯
一
身
に
具
有
す
る
精
魂
を
傾
け
て
世
の
平
ら
ぎ
捧
げ
る
こ

と
が
神
意
に
副
い
、
す
め
み
ま
の
大
御
心
を
靖
ん
じ
奉
る
更
な
る
役
務
と

存
じ
ま
す
。

　

常
日
頃
、
崇
敬
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
神
社
の
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
ご
協
力
賜
り
、
そ
の
上
に
、
こ
の
度
の
記
念
事
業
に
多
大
な
奉
賛
を

賜
っ
て
い
ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

射　

水　

神　

社　
　

宮
司　

松
本　

正
昭

　

本
年
９
月
16
日
の
吉
辰
に
、
鎮
座
１
３
３
０
年
・
遷
座
１
３
０
年
の
御

縁
年
を
期
し
執
り
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
式
年
大
祭
記
念
事
業
の
、
竣

工
慶
賀
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

射
水
神
社
は
、
地
元
高
岡
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
り
ま
す
が
、
県
内
唯

一
の
名
神
大
社
と
崇
め
ら
れ
る
、
国
家
に
と
り
ま
し
て
も
重
要
な
祈
り
の

場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
歴
史
を
有
す
る
射
水
神
社
は
、
越
中
の
国
は
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
我
が
国
の
伝
統
・
文
化
を
守
り
続
け
て
き
た
、
日
本
人
の
心
そ
の
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

茲
に
記
念
事
業
の
竣
工
を
寿
ぎ
、
射
水
神
社
が
こ
れ
か
ら
先
も
「
美
し
い

祖
国
」
そ
し
て
「
日
本
人
の
心
」
を
、
後
世
に
正
し
く
伝
え
る
拠
点
と
な

り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
、
末
筆
な
が
ら
記
念
事
業
に
携
わ
り
ま
し

た
関
係
各
位
に
対
す
る
、
御
礼
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

射
水
神
社
奉
賛
会　
　

会
長　

綿
貫　
　

武

平
成
18
年
12
月
１
日
現
在
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【
事
業
内
容
】

　

外
拝
殿
の
移
設
・ 

拝
殿
拡
張

　

授
与
所
、
神
饌
所
の
増
改
築

【
期　
　

間
】　

三
カ
年
計
画

　

平
成
十
七
年
九
月
〜

平
成
十
九
年
八
月
末
日
ま
で

鎮
座
１
３
３
０
年

遷
座　

１
３
０
年
記
念
事
業
計
画
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報 告
記念事業の工事概略を紹介致します。

従来の拝殿は先人の残した財産であります。

既存の建物を利用しつつ、さらに安全で親

しみやすい社殿を目指しました。

記念事業

まず作業便宜のため、既存の拝殿をつり上げ、適宜
場所を移動する準備をいたしました。

つり上げた拝殿はレールに載せ、前方に約３０メー
トル移動致しました。

拝殿移動後は地固めなどの基礎工事を数週間に渡り
行い、終了と同時にレールに載せ、再度設置しました。

従来の拝殿を若干前方に迫り出し、拝殿自体を広く
致しました。

拝殿の移動により、平素より風雨をしのぎ心静かに
お参りできる拝殿となりました。

6



車椅子や高齢の方々にも安心して御参拝いた
だけますよう、スロープへのアプローチを設
けました。

授与所・祈祷受付所の前にスペースを設け、
小さなお子様連れの方にも安心して受け付け
いただけます。

拝殿は従来比１・５倍の広さを確保いたしま
した。年頭の祈願祭や七五三詣でなどの拝殿
混雑時の緩和を目指しました。混雑時の緩和を目指しました。

新拝殿の紹介

7



御
祈
祷
案
内

還か
ん

暦れ
き

六
十
一
歳

昭
和
二
十
二
年
生

祝　事（男女）

前
厄　

昭
和
五
十
九
年
生

本
厄　

昭
和
五
十
八
年
生

後
厄　

昭
和
五
十
七
年
生

厄 やく

前
厄　

平
成
二
年
生

本
厄　

平
成
元
年
生

後
厄　

昭
和
六
十
三
年
生

大厄 たいやく

男 
二
十
五
歳

女 

十
九
歳

前
厄　

昭
和
四
十
二
年
生

本
厄　

昭
和
四
十
一
年
生

後
厄　

昭
和
四
十
年
生

前
厄　

昭
和
五
十
一
年
生

本
厄　

昭
和
五
十
年
生

後
厄　

昭
和
四
十
九
年
生

男 

四
十
二
歳

女 

三
十
三
歳

平
成
五
年

身祝 みいわい

平
成
七
年

厄 やく

元げ
ん

服ぷ
く

祝
い
わ
い 

髪か
み

上あ
げ

祝
い
わ
い

本
厄　

昭
和
二
十
二
年
生

右
記
の
年
齢
を
厄
年
と
す
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。

本
厄　

昭
和
四
十
六
年
生

右
記
の
年
齢
を
厄
年
と
す
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。

男 
六
十
一
歳

女 

三
十
七
歳

古こ

稀き

七
十
歳

昭
和
十
三
年
生

喜き

寿じ
ゅ

七
十
七
歳

昭
和
六
年
生

傘さ
ん

寿じ
ゅ

八
十
歳

昭
和
三
年
生

米べ
い

寿じ
ゅ

八
十
八
歳

大
正
九
年
生

卒そ
つ

寿じ
ゅ

九
十
歳

大
正
七
年
生

白は
く

寿じ
ゅ

九
十
九
歳

明
治
四
十
二
年
生

厄 やく大厄 たいやく

身祝 みいわい厄 やく

個　人　祈　祷

団体参拝

○祈祷受付時間　　一日　午前０時～午後５時　　２日以降　午前９時～午後５時
○お問い合わせ　　射水神社々務所　電話（0766）22-3104
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御神恩をいただき、幸おおからん事を。

平成18年6月～平成18年11月挙式の方々

お
守
り
の
紹
介

　

平
成
十
九
年
元
日
よ
り
、
新
た
に
「
結
い

守
」
を
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
「
う
つ
く
し
の
杜
」
往
古
よ
り
縁
結
び
の

神
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
当
社
に
は
、
そ

の
お
力
を
借
り
よ
う
と
、
年
間
多
数
の
参
拝

者
よ
り
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
年
よ
り
、
運
命
の
赤
い
糸
を
現

在
実
感
し
て
い
る
お
二
人
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
か
ら
運
命
の
赤
い
糸
を
手
繰
り
寄
せ
た
い

と
願
う
方
。
そ
れ
ぞ
れ
に
射
水
の
大
神
様
の

御
神
恩
を
賜
れ
ま
す
よ
う
に
「
結
い
守
」
を

謹
製
い
た
し
ま
し
た
。
恋
に
悩
む
。
そ
し
て

恋
を
守
る
す
べ
て
の
方
々
に
、
等
し
く
幸
福

が
訪
れ
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

頒
布
価
格八

百
円

　

人　

事

《
新
任
》

事
務
員　

宮
崎
雅
子

　
　

平
成
十
八
年
十
二
月
一
日

　

ご
奉
納

九
月
十
六
日　

樹
木（
樫
）一
本

　
　

奉
納
者　

板
坂
吉
雄　

様
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お
米
の
話
①

　

先
進
国
で
最
低
水
準
の
わ
が
国
の
食
糧

自
給
率
は
一
向
に
改
善
す
る
気
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
17
年
度
の
わ
が
国
の
食
糧
自
給
率

は
供
給
熱
量
（
カ
ロ
リ
ー
）
ベ
ー
ス
で
８

年
連
続
し
て
40
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭

和
40
年
に
は
自
給
率
は
73
％
で
し
た
か

ら
、
そ
の
後
一
貫
し
て
低
下
を
続
け
今
日

の
よ
う
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

諸
外
国
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
米
国
は

１
２
２
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
１
２
１
％
、
ド

イ
ツ
は
99
％
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
61
％
の
食

糧
自
給
率
で
あ
り
、
わ
が
国
は
先
進
国
で

は
例
を
見
な
い
水
準
で
あ
り
ま
す
。

　

欧
米
型
の
食
生
活
の
普
及
に
よ
る
米
の

消
費
減
に
加
え
、
国
内
産
農
産
物
の
価
格

競
争
力
の
低
下
、
飼
料
を
ほ
と
ん
ど
輸
入

に
頼
る
肉
類
の
増
加
、
麦
や
大
豆
な
ど
輸

入
依
存
度
の
高
ま
り
が
主
因
で
あ
る
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
は

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
中
で
食
糧

自
給
率
を
10
年
以
内
に
45
％
に
引
き
上
げ

る
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
世
界
の
食
糧
需

給
に
つ
い
て
は
、
今
後
一
層
不
安
定
さ
を

増
す
と
の
予
測
も
あ
り
、
多
く
の
食
料
を

輸
入
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
る
わ
が
国
に
お

い
て
は
、
食
料
自
給
力
を
強
化
し
、
自
給

率
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
ま
す
。

越
中
の
食
彩

穴
田 

甚
朗

高
岡
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

伊勢の神宮に供える野菜

写真　神社新報社

毎
年
暮
れ
に
な
る
と

お
神ふ

札だ

を
新
し
く
替
え
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

神
社
新
報
社
刊『
神
道
い
ろ
は
』よ
り

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

神
棚
を
き
れ
い
に
清
掃
し
て
、
新
た

に
神
社
か
ら
受
け
た
お
神
札
を
神
棚

に
お
祀
り
し
ま
す
。

　

神
社
か
ら
受
け
る
お
神
札
に
は
、

伊
勢
の
神
宮
の
お
神
札
で
あ
る
神
宮

大
麻
、
氏
神
様
の
お
神
札
、
台
所
に

お
祀
り
す
る
竈
神
様
の
お
神
札
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
年
の
区
切
り
に
あ
た

る
こ
の
時
期
に
、
神
社
か
ら
新
し
い

お
神
札
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
御

神
霊
の
力
、
恩
頼
を
戴
き
、
新
し
い

年
も
家
内
が
無
事
で
あ
る
よ
う
に
祈

念
し
お
祀
り
し
ま
す
。

　

今
ま
で
お
祀
り
し
て
い
た
古
い

お
神
札
は
、
過
去
の
一
年
が
無
事
過

ご
せ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
神
社
に
お

礼
参
り
を
し
て
納
め
ま
す
。
こ
の
お

神
札
は
神
社
で
お
焚
き
上
げ
さ
れ

ま
す
。
こ
の
お
焚
き
上
げ
を
地
域
に

よ
っ
て
は
左さ
ぎ
ち
ょ
う

義
長
や
ど
ん
ど
焼
き
と

称
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
は
古
来
、
親
か
ら
子
、

子
か
ら
孫
へ
と
、
脈
々
と
続
く
生
命
の

繋
が
り
を
尊
び
、
こ
れ
を
発
展
的
に

未
来
へ
受
け
継
ぐ
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
例

え
ば
伊
勢
の
神
宮
で
も
、
二
十
年
ご

と
に
社
殿
を
造
り
替
え
、
大
神
様
に

新
し
い
お
社
に
お
遷
り
戴
く
式し
き

年ね
ん

遷せ
ん

宮ぐ
う

が
古
来
連
綿
と
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
そ
の
他
の
神
社
で
も
社
殿

を
新
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
御
神
威
の
発
揚
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
が
毎
年
、
神
棚
の
お
神
札

を
新
し
く
す
る
の
も
、
ま
さ
に
こ
う

し
た
考
え
方
に
よ
る
こ
と
な
の
で
す
。
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発　

行　

射
水
神
社

発
行
所　

〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所　

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

⑦
家
持
と
そ
の
時
代

　

高
岡
市
に
縁
が
深
い
大
伴
家
持
の
、

生
年
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
現

代
に
お
い
て
は
養
老
二
年
（
７
１
８
）

説
が
通
説
と
な
っ
て
お
り
、
内
舎
人
・

宮
内
少
輔
な
ど
を
経
て
天
平
十
八
年

六
月
に
越
中
守
に
任
命
さ
れ
、
七
月

に
は
高
岡
へ
赴
任
し
て
い
る
。

　

家
持
の
越
中
守
任
命
は
、
所
謂
「
左

遷
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
充
実
し
た

五
年
間
を
お
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
つ
ろ
わ
ぬ
蛮
族
を
討
つ
、
朝
廷
最

前
線
基
地
の
若
き
司
令
長
官
と
し
て

活
躍
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
事
は

歌
を
詠
む
心
の
余
裕
と
い
う
物
差
し

で
推
し
量
れ
ば
、『
万
葉
集
』
所
収
の

半
数
弱
を
越
中
守
時
代
に
詠
ん
で
い

る
と
い
う
数
量
の
面
。
ま
た
天
平
勝

宝
三
年
（
７
５
１
）
に
は
少
納
言
に

て
帰
京
す
る
の
だ
が
、
東
大
寺
の
廬

舎
那
大
仏
開
眼
会
で
は
、
少
納
言
で

あ
っ
た
家
持
も
参
列
し
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、『
万
葉
集
』
で
は
自
身
の
歌

は
お
ろ
か
、
関
係
す
る
歌
も
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
。
な
ど
か
ら
も
憶

測
で
き
る
。
帰
京
当
時
の
歌
三
首
を

紹
介
す
る
。

春
の
野
に

　

霞
た
な
び
き　

う
ら
悲
し

こ
の
夕
か
げ
に
鶯
鳴
く
も

わ
が
宿
の

　

い
さ
さ
群
竹　

吹
く
風
の

音
の
か
そ
け
き　

こ
の
夕
か
も

う
ら
う
ら
に　

照
れ
る
春
日
に

　

雲
雀
あ
が
り　

こ
こ
ろ
悲
し
も

　

一
人
し
思
へ
ば

　

家
持
の
帰
京
を
待
ち
受
け
て
い
た
、

橘
諸
兄
の
政
敵
、
藤
原
仲
麻
呂
の
台

頭
は
、
諸
兄
と
近
い
関
係
に
あ
る
家

持
に
と
っ
て
は
、
時
代
の
変
化
を
痛

感
さ
せ
、
か
つ
政
治
家
・
大
伴
家
持

の
限
界
を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
で

あ
っ
た
。

　
『
万
葉
集
』
は
天
平
宝
字
三
年

（
７
５
９
）
正
月
の
因
幡
守
・
大
伴
家

持
の
国
庁
の
賀
歌
を
も
っ
て
閉
じ
ら

れ
る
が
、
そ
の
後
の
家
持
は
、
延
暦

元
年
（
７
８
２
）
氷
上
川
継
の
謀
反

事
件
に
連
座
し
解
任
。
同
年
五
月
に

復
職
。
同
三
年
七
月
（
７
８
４
）
時

節
征
東
将
軍
と
な
る
も
、
翌
八
月
、

従
三
位
中
納
言
で
没
す
る
（
享
年

六
十
八
歳
）
ま
た
死
後
に
お
い
て
も

翌
九
月
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
が
お
き
、

こ
れ
に
連
座
し
除
名
処
分
を
う
け
る

事
と
な
る
。
※
延
暦
二
四
年（
８
０
６
）三
月
復
職

　

政
治
家
と
し
て
は
決
し
て
恵
ま
れ

な
か
っ
た
大
伴
家
持
。
射
水
神
社
の

神
名
備
山
で
あ
る
二
上
山
の
山
裾
に

い
だ
か
れ
、
仕
事
に
恋
に
情
熱
を
燃

や
し
た
若
き
日
の
歌
は
、
今
も
高
岡

の
町
を
文
化
の
香
り
で
包
み
込
ん
で

い
る
。万

葉
集
研
究
の
拠
点　

高
岡
市
万
葉
歴
史
館

（
写
真
提
供:

同
館
）

11



ブライダルフェア

うつくしの杜、結婚式場

〒933-0044 高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）

(0766)22－0808お 問 合 せ

̶うつくしの杜ブライダルフェアのご案内̶

平
成19年２月18日（日）
模擬挙式／模擬披露宴／コーディネートショー／
ケーキ試食

12：00～ 19：00

プチブライダルフェア（予定）
平
成19年４月８日（日）10：00～ 19：00
模擬挙式／トワイライトウエディング
会場コーディネイト展示／婚礼料理試食会

U R L http://www.imizujinjya.or.jp

j in jya-k@mbs.sphere.ne. jpEメール

お色直しでお父様と中座　　平成18年９月挙式

うつくしの杜ブライダルフェアのご案内

参

集

殿

通

信

神前より神酒を分かち賜る儀式です。神前より神酒を分かち賜る儀式です。神前より神酒を分かち賜る儀式です。神前より神酒を分かち賜る儀式です。神前より神酒を分かち賜る儀式です。
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